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撮影株式会社ＩＴイメージング

　埼玉県鴻巣市の鴻巣研究所内にこのたび４号棟が完成いたしました。当社
が製造販売するコンタクトレンズは、近視人口の増加で国内市場の拡大が続
いています。海外の市場も東南アジアなど経済成長率の高い地域での拡大が
見込まれています。当社は４号棟建設により商品供給能力を飛躍的に向上さ
せ、国内外の需要を取り込むことを成長戦略の大きな柱としています。
　４号棟は、各工程における人的作業を徹底的に省く製造ラインを導入しま
す。これにより、既存ラインと同規模の生産が、約半分の人員と少ない面積
で実現可能となるよう設計しています。ＡＩを用いた検査システムなどを導
入することで、より安定した品質も確保する予定です。
　環境面では、電気とガスのハイブリッド式の空調システムを導入し、エネ
ルギー効率を高めることで二酸化炭素（ＣＯ）の削減を図ります。また、
時間稼働する工場ですので、従業員の負荷を低減できるような福利厚生棟
も併設し、休息エリア、仮眠エリアを新たに設置するほか、社員食堂を既存
の１号棟から移設します。健康志向のメニューを増やすなど、働く人たちに
優しい職場づくりにも力を入れています。
　コンタクトレンズの世界市場の規模は、約１兆円以上（メーカー出荷額ベー
ス）とも言われています。その中で影響力を持ちながら、変化の早い市場で
生き残るには業容の拡大が必要です。当社は中長期的に連結売上高億円
を目指しています。アジアでも月産１億枚程度の製造力が標準と言われてい
る状況から、世界で戦う生産能力を持つことを目標としています。
　４号棟の稼働を契機に当社ユーザーの一層の拡大を図り、地域社会やパー
トナー企業と共にさらなる発展をしていきたいと考えています。

生産エリア内のクリーンルーム

福利厚生棟内ラウンジ

ラウンジ併設の仮眠エリア
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　シード鴻巣研究所４号棟計画は、これまで増改築が繰り返された既存
生産工場群に接続する形で増築し、さらなる生産力の向上と食堂・更衣
室等の福利厚生機能を集約・更新する目的で計画されました。更地であ
った隣地を既存敷地に取り込み拡張させることで既存工場の増築を実現
させることができました。
　工場エリアではこれまでの運用面での改善点を盛り込むことで従業員
の作業環境の向上を実現するとともに、来客者が生産エリアを俯瞰して
見学できる通路を設け、社会とのつながりを意識した建物としました。
　福利厚生エリアでは新設する食堂・休憩室に対して、より愛着の沸く
施設となるように従業員様へアンケートを行い、いただいた意見を計画
に反映しました。食堂では１人席や多人数席を用意し、フレキシブルな
座席配置ができる什器選定を行いました。休憩室ではエリアごとに性質
を変えることで、その時の気分で場所を選べるゾーニング計画を行いま
した。
　環境への配慮として、屋根上に太陽光パネルを設置できるようスペー
スの確保と構造的な対応を行いました。また窓にはＬｏｗ－ｅ複層ガラ
スを採用し、省エネに配慮した計画としました。今回の新工場増築が働
く人にとって効率的で快適な執務環境を提供し、会社のさらなる発展に
つながることを願っています。
　前田建設工業株式会社

　建築事業本部　建築設計第１部　設計第２グループ　三箇　将容
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■工　事　件　名：株式会社シード鴻巣研究所４号棟新築工事
■工　事　場　所：埼玉県鴻巣市袋番７
■発　注　者：株式会社シード
■設計・監理：前田建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：前田建設工業株式会社関東支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上３階建て。建築面積，．㎡、延

床面積，．㎡
■工　　　期：年月～年１月


